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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１及び第２の原稿台を有する画像読取装置であって、
　前記第１の原稿台から搬送路に給送された原稿の、前記第１の原稿台での上向きの原稿
面から画像データを読み取り、前記第２の原稿台から搬送路に給送された原稿の、前記第
２の原稿台での下向きの原稿面から画像データを読み取る第１の読取ユニットと、
　前記第１の原稿台から搬送路に給送された原稿の、前記第１の原稿台での下向きの原稿
面から画像データを読み取り、前記第２の原稿台から搬送路に給送された原稿の、前記第
２の原稿台での上向きの原稿面から画像データを読み取る第２の読取ユニットと、
　原稿が前記第１の原稿台から給送されたか、前記第２の原稿台から給送されたかを判断
する判断手段と、
　原稿の両面を読み取る処理を実行する場合に、前記判断手段の、原稿が前記第１の原稿
台から給送されたとの判断に基づいて、前記第１の読取ユニットにより読み取られた原稿
の画像データを当該原稿の第１面の画像データとして処理するとともに、前記第２の読取
ユニットにより読み取られた原稿の画像データを当該原稿の第２面の画像データとして処
理する制御と、原稿の両面を読み取る処理を実行する場合に、前記判断手段の、原稿が前
記第２の原稿台から給送されたとの判断に基づいて、前記第１の読取ユニットにより読み
取られた原稿の画像データを当該原稿の第２面の画像データとして処理するとともに、前
記第２の読取ユニットにより読み取られた原稿の画像データを当該原稿の第１面の画像デ
ータとして処理する制御を実行する制御手段と
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　を備え、
　前記搬送路は、Ｕ字状の主搬送路と、該主搬送路の途中で前記主搬送路に合流する合流
搬送路とを有し、
　前記主搬送路の搬送方向における上流端に前記第１の原稿台が配置され、
　前記合流搬送路の搬送方向における上流端に前記第２の原稿台が配置され、
　前記主搬送路における前記合流搬送路の合流位置よりも搬送方向下流側に前記第１の読
取ユニット及び前記第２の読取ユニットが配置され、
　前記第１の原稿台から前記主搬送路に給送される原稿の給送方向と、前記第２の原稿台
から前記合流搬送路に給送される原稿の給送方向とは、互いに対向して異なる方向である
ことを特徴とする画像読取装置。
【請求項２】
　前記制御手段は、原稿の片面を読み取る処理を実行する場合に、前記判断手段の、原稿
が前記第１の原稿台から給送されたとの判断に基づいて、前記第１の読取ユニット及び前
記第２の読取ユニットのうちの一方の読取ユニットで原稿の画像を読み取るように該読取
ユニットを制御し、原稿の片面を読み取る処理を実行する場合に、前記判断手段の、原稿
が前記第２の原稿台から給送されたとの判断に基づいて、前記第１の読取ユニット及び前
記第２の読取ユニットのうちの他方の読取ユニットで原稿の画像データを読み取るように
該読取ユニットを制御する、請求項１に記載の画像読取装置。
【請求項３】
　前記第２の原稿台からは、名刺とほぼ同等の幅の原稿が給送可能である、請求項１又は
２に記載の画像読取装置。
【請求項４】
　第１及び第２の原稿台を有する画像読取装置であって、
　前記第１及び第２の原稿台からそれぞれ原稿を搬送する搬送路と、
　原稿面から画像データを読み取る第１の読取ユニットと、
　該第１の読取ユニットにより読み取られる原稿面とは反対の原稿面から画像データを読
み取る第２の読取ユニットと、
　原稿が前記第１の原稿台から給送されたか、前記第２の原稿台から給送されたかを判断
する判断手段とを有し、
　前記判断手段の、原稿が前記第１の原稿台から給送されたとの判断に基づいて、前記第
１の読取ユニットにより原稿の画像データを読み取り、
　前記判断手段の、原稿が前記第２の原稿台から給送されたとの判断に基づいて、前記第
２の読取ユニットにより原稿の画像データを読み取るようにし、
　前記搬送路は、Ｕ字状の主搬送路と、該主搬送路の途中で前記主搬送路に合流する合流
搬送路とを有し、
　前記主搬送路の搬送方向における上流端に前記第１の原稿台が配置され、
　前記合流搬送路の搬送方向における上流端に前記第２の原稿台が配置され、
　前記主搬送路における前記合流搬送路の合流位置よりも搬送方向下流側に前記第１の読
取ユニット及び前記第２の読取ユニットが配置され、
　前記第１の原稿台から前記主搬送路に給送される原稿の給送方向と、前記第２の原稿台
から前記合流搬送路に給送される原稿の給送方向とは、互いに対向して異なる方向である
ことを特徴とする画像読取装置。
【請求項５】
　前記第２の原稿台からは、名刺とほぼ同等の幅の原稿が給送可能である、請求項４に記
載の画像読取装置。
【請求項６】
　原稿を載置する第１の原稿台及び第２の原稿台と、
　前記第１の原稿台及び前記第２の原稿台から搬送路に対して給送される原稿の画像を読
み取る読取ユニットと、
　前記読取ユニットで読み取られて前記搬送路から排紙される原稿を受ける排紙台とを備
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え、
　前記第１の原稿台から前記排紙台に至るＵ字状の搬送路に対して前記第２の原稿台から
の搬送路が前記Ｕ字状の部分で合流しており、
　前記読取ユニットは、前記第１の原稿台上における原稿の上向きの面を読み取ると共に
前記第２の原稿台上における原稿の下向きの面を読み取る第１の読取ユニットと、前記第
１の原稿台上における原稿の下向きの面を読み取ると共に前記第２の原稿台上における原
稿の上向きの面を読み取る第２の読取ユニットとを有し、前記第１の読取ユニットと前記
第２の読取ユニットとは、前記搬送路の両側に配置され、
　前記第１の原稿台から前記搬送路に給送される原稿の給送方向と、前記第２の原稿台か
ら前記搬送路に給送される原稿の給送方向とは、互いに対向して異なる方向であることを
特徴とする画像読取装置。
【請求項７】
　第１および第２の原稿台と、前記第１の原稿台から搬送路に給送された原稿の、前記第
１の原稿台での上向きの原稿面から画像データを読み取り、前記第２の原稿台から搬送路
に給送された原稿の、前記第２の原稿台での下向きの原稿面から画像データを読み取る第
１の読取ユニットと、前記第１の原稿台から搬送路に給送された原稿の、前記第１の原稿
台での下向きの原稿面から画像データを読み取り、前記第２の原稿台から搬送路に給送さ
れた原稿の、前記第２の原稿台での上向きの原稿面から画像データを読み取る第２の読取
ユニットと、を備える画像読取装置の制御方法であって、
　前記画像読取装置は、Ｕ字状の主搬送路と、該主搬送路の途中で前記主搬送路に合流す
る合流搬送路とで前記搬送路を構成し、前記主搬送路の搬送方向における上流端に前記第
１の原稿台が配置され、前記合流搬送路の搬送方向における上流端に前記第２の原稿台が
配置され、前記主搬送路における前記合流搬送路の合流位置よりも搬送方向下流側に前記
第１の読取ユニット及び前記第２の読取ユニットが配置され、前記第１の原稿台から前記
主搬送路に給送される原稿の給送方向と、前記第２の原稿台から前記合流搬送路に給送さ
れる原稿の給送方向とは、互いに対向して異なる方向であり、
　前記画像読取装置を制御するに際し、
　原稿が前記第１の原稿台から給送されたか、前記第２の原稿台から給送されたかを判断
する判断ステップと、
　原稿の両面を読み取る処理を実行する場合に、前記判断ステップでの、原稿が前記第１
の原稿台から給送されたとの判断に基づいて、前記第１の読取ユニットにより読み取られ
た原稿の画像データを当該原稿の第１面の画像データとして処理するとともに、前記第２
の読取ユニットにより読み取られた原稿の画像データを当該原稿の第２面の画像データと
して処理するよう制御し、原稿の両面を読み取る処理を実行する場合に、前記判断ステッ
プでの、原稿が前記第２の原稿台から給送されたとの判断に基づいて、前記第１の読取ユ
ニットにより読み取られた原稿の画像データを当該原稿の第２面の画像データとして処理
するとともに、前記第２の読取ユニットにより読み取られた原稿の画像データを当該原稿
の第１面の画像データとして処理するよう制御する制御ステップと
　を備えることを特徴とする画像読取装置の制御方法。
【請求項８】
　第１および第２の原稿台と、原稿面から画像データを読み取る第１の読取ユニットと、
該第１の読取ユニットにより読み取られる原稿面とは反対の原稿面から画像データを読み
取る第２の読取ユニットと、を備える画像読取装置の制御方法であって、
　前記画像読取装置は、原稿を搬送する搬送路として、Ｕ字状の主搬送路と、該主搬送路
の途中で前記主搬送路に合流する合流搬送路とを有し、前記主搬送路の搬送方向における
上流端に前記第１の原稿台が配置され、前記合流搬送路の搬送方向における上流端に前記
第２の原稿台が配置され、前記主搬送路における前記合流搬送路の合流位置よりも搬送方
向下流側に前記第１の読取ユニット及び前記第２の読取ユニットが配置され、前記第１の
原稿台から前記主搬送路に給送される原稿の給送方向と、前記第２の原稿台から前記合流
搬送路に給送される原稿の給送方向とは、互いに対向して異なる方向であり、
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　前記画像読取装置を制御するに際し、
　原稿が前記第１の原稿台から給送されたか、前記第２の原稿台から給送されたかを判断
する判断ステップと、
　前記判断ステップでの、原稿が前記第１の原稿台から給送されたとの判断に基づいて、
前記第１の読取ユニットにより当該原稿の画像データを読み取り、前記判断ステップでの
、原稿が前記第２の原稿台から給送されたとの判断に基づいて、前記第２の読取ユニット
により原稿の画像データを読み取る読取ステップと
　を備えることを特徴とする画像読取装置の制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、原稿が載置される原稿台を複数有する画像読取装置及び該画像読取装置の制
御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、原稿が載置される複数の原稿台を有する画像読取装置が知られている（例えば特
許文献１を参照）。この種の画像読取装置としては、例えば図６に示すものがある。この
画像読取装置は、略Ｕ字状の主搬送路２０、及び主搬送路２０の中間部で該主搬送路２０
に合流する合流搬送路２１を有する。
【０００３】
　主搬送路２０の上流端には原稿台１５が配置され、合流搬送路２１の上流端には原稿台
１６が配置されている。また、主搬送路２０における合流搬送路２１の合流位置より下流
側には、搬送路よりも上の位置及び下の位置に一対の読取センサ２００ａ，２００ｂが配
置されている。
【０００４】
　そして、原稿台１５に載置された原稿Ｄ１は、ピックアップローラ２を介して給紙され
、給送ローラ３及び分離ローラ４によって１枚ずつに分離されて主搬送路２０に給送され
る。主搬送路２０に給送された原稿Ｄ１は、主搬送路２０をＵターンしつつ搬送ローラ対
６によって下流側に搬送され、一対の読取センサ２００ａ，２００ｂで両面の画像が読み
取られた後、排紙ローラ対７によって排紙台１７に排紙される。
【０００５】
　一方、原稿台１６に載置された原稿Ｄ２は、給送ローラ５及び分離ローラ５２によって
１枚ずつに分離されて合流搬送路２１を介して主搬送路２０に給送される。主搬送路２０
に給送された原稿Ｄ２は、搬送ローラ対６によって下流側に搬送され、読取センサ２００
ａ，２００ｂで両面の画像が読み取られた後、排紙ローラ対７によって排紙台１７に排紙
される。
【０００６】
　ここで、原稿が原稿台１５から給紙されたか或いは原稿台１６から給紙されたかにかか
わらず、下側の読取センサ２００ａを用いて読み取った画像データは、原稿の表面の画像
データとして扱われ、上側の読取センサ２００ｂを用いて読み取った画像データは、原稿
の裏面の画像データとして扱われる。
【０００７】
　即ち、原稿の両面の画像を読み取る場合、原稿台１５から給紙された原稿Ｄ１は、原稿
台１５において上に向けた面が下側の読取センサ２００ａを用いて表面として読み取られ
、原稿台１６から給紙された原稿Ｄ２は、原稿台１６において下に向けた面が下側の読取
センサ２００ａを用いて表面として読み取られる。また、原稿の片面を読み取る場合も同
様な理由で、原稿台に上向きに載置した面が読み取られるのか、下向きに載置した面が読
み取られるのかは、原稿台ごとに異なっている。
【０００８】
　したがって、図６に示す画像読取装置では、ユーザは、両面読み取りの場合は、原稿台
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１５，１６ごとに、上に向けた面が表面として読み取られるのか、裏面として読み取られ
るのかを確認して原稿を載置しなければならない。また、片面読み取りの場合についても
、ユーザは、原稿台１５，１６ごとに、上に向けた面が読み取られるのか、下に向けた面
が読み取られるのかを確認して原稿を載置しなければならず、使い勝手が悪い。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】特許第３６３９６１４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　上記のように複数の原稿台を有する画像読取装置において、一方の原稿台に上を向けて
載置した原稿の面が表側として読み取られ、他方の原稿台に上を向けて載置した原稿が裏
側として読み取られることは使い勝手が悪い。そこで、画像読取装置において原稿の両面
の画像を読み取る場合に、読み取った原稿の表面の画像データを裏面の画像データとして
取り扱い、読み取った原稿の裏面の画像データを表面の画像データとして取り扱う切替機
能を装備することも考えられる。しかし、このような切替を行うとしても、まず画像読取
装置に接続された外部装置（たとえばＰＣ）や、画像読取装置の操作部によって該切替機
能を適用する原稿台を選択する操作を行い、その後切替機能を実行させる操作を行うこと
になる。このように、ユーザは、第１に複数の原稿台ごとに原稿の表裏の正しい載置の向
きを確認して、第２にこの切替機能を適用する原稿台を選択し、第３に切替える操作を行
わなければならず、使い勝手の悪さは解消されない。
【００１１】
　また、片面印刷された原稿に対して片面読取を行うときに、原稿を載置する向きが間違
っていると、印刷画像や印字文字のない原稿面が無駄に読み取られることになる。この場
合、画像が形成された原稿面を正しい方向に向けるように原稿を載置し直してから、読取
をもう一度行う必要がある。
【００１２】
　そこで、本発明は、複数の原稿台に対して載置される原稿の、載置すべき裏表の向きを
同一にすることができる画像読取装置及び該画像読取装置の制御方法を提供することを目
的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　本発明の画像読取装置は、第１及び第２の原稿台を有する画像読取装置であって、前記
第１の原稿台から搬送路に給送された原稿の、前記第１の原稿台での上向きの原稿面から
画像データを読み取り、前記第２の原稿台から搬送路に給送された原稿の、前記第２の原
稿台での下向きの原稿面から画像データを読み取る第１の読取ユニットと、前記第１の原
稿台から搬送路に給送された原稿の、前記第１の原稿台での下向きの原稿面から画像デー
タを読み取り、前記第２の原稿台から搬送路に給送された原稿の、前記第２の原稿台での
上向きの原稿面から画像データを読み取る第２の読取ユニットと、原稿が前記第１の原稿
台から給送されたか、前記第２の原稿台から給送されたかを判断する判断手段と、原稿の
両面を読み取る処理を実行する場合に、前記判断手段の、原稿が前記第１の原稿台から給
送されたとの判断に基づいて、前記第１の読取ユニットにより読み取られた原稿の画像デ
ータを当該原稿の第１面の画像データとして処理するとともに、前記第２の読取ユニット
により読み取られた原稿の画像データを当該原稿の第２面の画像データとして処理する制
御と、原稿の両面を読み取る処理を実行する場合に、前記判断手段の、原稿が前記第２の
原稿台から給送されたとの判断に基づいて、前記第１の読取ユニットにより読み取られた
原稿の画像データを当該原稿の第２面の画像データとして処理するとともに、前記第２の
読取ユニットにより読み取られた原稿の画像データを当該原稿の第１面の画像データとし
て処理する制御を実行する制御手段とを備え、前記搬送路は、Ｕ字状の主搬送路と、該主
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搬送路の途中で前記主搬送路に合流する合流搬送路とを有し、前記主搬送路の搬送方向に
おける上流端に前記第１の原稿台が配置され、前記合流搬送路の搬送方向における上流端
に前記第２の原稿台が配置され、前記主搬送路における前記合流搬送路の合流位置よりも
搬送方向下流側に前記第１の読取ユニット及び前記第２の読取ユニットが配置され、前記
第１の原稿台から前記主搬送路に給送される原稿の給送方向と、前記第２の原稿台から前
記合流搬送路に給送される原稿の給送方向とは、互いに対向して異なる方向であることを
特徴とする。
【００１４】
　また、本発明の画像読取装置は、第１及び第２の原稿台を有する画像読取装置であって
、前記第１及び第２の原稿台からそれぞれ原稿を搬送する搬送路と、原稿面から画像デー
タを読み取る第１の読取ユニットと、該第１の読取ユニットにより読み取られる原稿面と
は反対の原稿面から画像データを読み取る第２の読取ユニットと、原稿が前記第１の原稿
台から給送されたか、前記第２の原稿台から給送されたかを判断する判断手段とを有し、
前記判断手段の、原稿が前記第１の原稿台から給送されたとの判断に基づいて、前記第１
の読取ユニットにより原稿の画像データを読み取り、前記判断手段の、原稿が前記第２の
原稿台から給送されたとの判断に基づいて、前記第２の読取ユニットにより原稿の画像デ
ータを読み取るようにし、前記搬送路は、Ｕ字状の主搬送路と、該主搬送路の途中で前記
主搬送路に合流する合流搬送路とを有し、前記主搬送路の搬送方向における上流端に前記
第１の原稿台が配置され、前記合流搬送路の搬送方向における上流端に前記第２の原稿台
が配置され、前記主搬送路における前記合流搬送路の合流位置よりも搬送方向下流側に前
記第１の読取ユニット及び前記第２の読取ユニットが配置され、前記第１の原稿台から前
記主搬送路に給送される原稿の給送方向と、前記第２の原稿台から前記合流搬送路に給送
される原稿の給送方向とは、互いに対向して異なる方向であることを特徴とする。
　また、本発明の画像読取装置は、原稿を載置する第１の原稿台及び第２の原稿台と、前
記第１の原稿台及び前記第２の原稿台から搬送路に対して給送される原稿の画像を読み取
る読取ユニットと、前記読取ユニットで読み取られて前記搬送路から排紙される原稿を受
ける排紙台とを備え、前記第１の原稿台から前記排紙台に至るＵ字状の搬送路に対して前
記第２の原稿台からの搬送路が前記Ｕ字状の部分で合流しており、前記読取ユニットは、
前記第１の原稿台上における原稿の上向きの面を読み取ると共に前記第２の原稿台上にお
ける原稿の下向きの面を読み取る第１の読取ユニットと、前記第１の原稿台上における原
稿の下向きの面を読み取ると共に前記第２の原稿台上における原稿の上向きの面を読み取
る第２の読取ユニットとを有し、前記第１の読取ユニットと前記第２の読取ユニットとは
、前記搬送路の両側に配置され、前記第１の原稿台から前記搬送路に給送される原稿の給
送方向と、前記第２の原稿台から前記搬送路に給送される原稿の給送方向とは、互いに対
向して異なる方向であることを特徴とする。
【００１５】
　本発明の画像読取装置の制御方法は、第１および第２の原稿台と、前記第１の原稿台か
ら搬送路に給送された原稿の、前記第１の原稿台での上向きの原稿面から画像データを読
み取り、前記第２の原稿台から搬送路に給送された原稿の、前記第２の原稿台での下向き
の原稿面から画像データを読み取る第１の読取ユニットと、前記第１の原稿台から搬送路
に給送された原稿の、前記第１の原稿台での下向きの原稿面から画像データを読み取り、
前記第２の原稿台から搬送路に給送された原稿の、前記第２の原稿台での上向きの原稿面
から画像データを読み取る第２の読取ユニットと、を備える画像読取装置の制御方法であ
って、前記画像読取装置は、Ｕ字状の主搬送路と、該主搬送路の途中で前記主搬送路に合
流する合流搬送路とで前記搬送路を構成し、前記主搬送路の搬送方向における上流端に前
記第１の原稿台が配置され、前記合流搬送路の搬送方向における上流端に前記第２の原稿
台が配置され、前記主搬送路における前記合流搬送路の合流位置よりも搬送方向下流側に
前記第１の読取ユニット及び前記第２の読取ユニットが配置され、前記第１の原稿台から
前記主搬送路に給送される原稿の給送方向と、前記第２の原稿台から前記合流搬送路に給
送される原稿の給送方向とは、互いに対向して異なる方向であり、前記画像読取装置を制
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御するに際し、原稿が前記第１の原稿台から給送されたか、前記第２の原稿台から給送さ
れたかを判断する判断ステップと、原稿の両面を読み取る処理を実行する場合に、前記判
断ステップでの、原稿が前記第１の原稿台から給送されたとの判断に基づいて、前記第１
の読取ユニットにより読み取られた原稿の画像データを当該原稿の第１面の画像データと
して処理するとともに、前記第２の読取ユニットにより読み取られた原稿の画像データを
当該原稿の第２面の画像データとして処理するよう制御し、原稿の両面を読み取る処理を
実行する場合に、前記判断ステップでの、原稿が前記第２の原稿台から給送されたとの判
断に基づいて、前記第１の読取ユニットにより読み取られた原稿の画像データを当該原稿
の第２面の画像データとして処理するとともに、前記第２の読取ユニットにより読み取ら
れた原稿の画像データを当該原稿の第１面の画像データとして処理するよう制御する制御
ステップとを備えることを特徴とする。
【００１６】
　また、本発明の画像読取装置の制御方法は、第１および第２の原稿台と、原稿面から画
像データを読み取る第１の読取ユニットと、該第１の読取ユニットにより読み取られる原
稿面とは反対の原稿面から画像データを読み取る第２の読取ユニットと、を備える画像読
取装置の制御方法であって、前記画像読取装置は、原稿を搬送する搬送路として、Ｕ字状
の主搬送路と、該主搬送路の途中で前記主搬送路に合流する合流搬送路とを有し、前記主
搬送路の搬送方向における上流端に前記第１の原稿台が配置され、前記合流搬送路の搬送
方向における上流端に前記第２の原稿台が配置され、前記主搬送路における前記合流搬送
路の合流位置よりも搬送方向下流側に前記第１の読取ユニット及び前記第２の読取ユニッ
トが配置され、前記第１の原稿台から前記主搬送路に給送される原稿の給送方向と、前記
第２の原稿台から前記合流搬送路に給送される原稿の給送方向とは、互いに対向して異な
る方向であり、前記画像読取装置を制御するに際し、原稿が前記第１の原稿台から給送さ
れたか、前記第２の原稿台から給送されたかを判断する判断ステップと、前記判断ステッ
プでの、原稿が前記第１の原稿台から給送されたとの判断に基づいて、前記第１の読取ユ
ニットにより当該原稿の画像データを読み取り、前記判断ステップでの、原稿が前記第２
の原稿台から給送されたとの判断に基づいて、前記第２の読取ユニットにより原稿の画像
データを読み取る読取ステップとを備えることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明によれば、原稿台に原稿を載置する際に、原稿台に載置する原稿の上面が表とし
て読み取られるか裏として読み取られるかを確認する作業を不要とすることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明の一実施形態の画像読取装置を説明するための概略断面図である。
【図２】画像読取装置を図１の矢印Ａ方向から見た図である。
【図３】画像読取装置の制御系のブロック図である。
【図４】画像読取装置による原稿の両面の画像を読み取る処理について説明するために例
示するフローチャート図である。
【図５】画像読取装置による原稿の片面の画像を読み取る処理について説明するために例
示するフローチャート図である。
【図６】従来の画像読取装置の概略断面図である。
【図７】図１の第２の原稿台の一例である名刺トレイの部分拡大断面図である。
【図８】名刺トレイの部分拡大斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下、図面を参照して、本発明の実施形態を説明する。
【００２０】
　図１は本発明の一実施形態の画像読取装置を説明するための概略断面図、図２は図１の
矢印Ａ方向から見た図である。
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【００２１】
　図１に示すように、本実施形態の画像読取装置１は、略Ｕ字状の主搬送路２０と、主搬
送路２０の中間部で該主搬送路２０に合流する合流搬送路２１とを有する。
【００２２】
　主搬送路２０の上流端には、１以上の原稿Ｄ１が載置される第１の原稿台１５が配置さ
れ、合流搬送路２１の上流端には、１以上の原稿Ｄ２が載置される第２の原稿台１６が配
置されている。第１の原稿台１５には、原稿Ｄ１の有無を検知する原稿検知センサ１４ａ
が設けられ、第２の原稿台１６には、原稿Ｄ２の有無を検知する原稿検知センサ１４ｂが
設けられている。
【００２３】
　本実施形態の第２の原稿台１６は、図７、図８に示す名刺トレイ１２００であってもよ
い。名刺トレイ１２００は不図示の支持軸により図７、図８の矢印Ｂのように回動可能に
支持されており、図７に破線で示すように、画像読取装置に収納可能となっている。名刺
トレイ１２００に載置された名刺Ｄ３は、ピックアップローラ１２１０でピックアップさ
れ、給送ローラ１２１１と分離パッド１２１４で１枚づつ給送される。名刺トレイ１２０
０からは名刺とほぼ同等の幅の原稿が給送可能である。もちろん、名刺よりも幅の狭い原
稿に対応可能にしてもよい。
【００２４】
　図１を再び参照すると、主搬送路２０における合流搬送路２１との合流位置より下流側
には、第１の読取ユニット１１が主搬送路２０の下方に位置して配置されている。第１の
読取ユニット１１の下流側には、第２の読取ユニット１２が主搬送路２０の上方に位置し
て配置されている。
【００２５】
　読取ユニット１１，１２の主搬送路２０を向く側には、それぞれコンタクトガラス１３
ａ，１３ｂが配置されている。第１の読取ユニット１１側のコンタクトガラス１３ａに対
して主搬送路２０を挟んで対向する位置には、例えば黒色の対向部材９ａが配置されてい
る。また、第２の読取ユニット１２側のコンタクトガラス１３ｂに対して主搬送路２０を
挟んで対向する位置には、例えば黒色の対向部材９ｂが配置されている。
【００２６】
　第１の読取ユニット１１側のコンタクトガラス１３ａに対して対向する対向部材９ａと
主搬送路２０における合流搬送路２１との合流位置との間には、主搬送路２０を搬送され
る原稿を検知するレジストセンサ８が配置されている。
【００２７】
　第２の読取ユニット１２側のコンタクトガラス１３ｂに対して対向する対向部材９ｂよ
りも下流側の位置には、例えば白色の色基準部材１０ｂが該対向部材９ｂに隣接して配置
されている。また、第１の読取ユニット１１側のコンタクトガラス１３ａの上流側部分と
下流側部分との間には、例えば白色の色基準部材１０ａが配置されている。
【００２８】
　また、画像読取装置１は、第１の読取ユニット１１側のコンタクトガラス１３ａの位置
で上下のユニット１８，１９に分割されており、上ユニット１８は下ユニット１９に対し
てヒンジ５０（図２）を介して開閉可能に支持されている。例えば、本のように一枚ずつ
分離して搬送路２０に給紙できない原稿を読み取る場合は、上ユニット１８を開け、第１
の読取ユニット１１側のコンタクトガラス１３ａに原稿をあてがった状態で画像を読み取
ることができる。
【００２９】
　上ユニット１８は、上部フレーム８１及び下部フレーム８２から構成され、上部フレー
ム８１が回動軸８１ａを介して開閉可能に支持されている。主搬送路２０でたとえば原稿
の紙詰まりが発生した際には、上部フレーム８１を開けて主搬送路２０詰まった原稿を取
り除くことができる。
【００３０】
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　第１の読取ユニット１１は、主搬送路２０を搬送される原稿に対して光を照射する光源
２０１ａと、原稿からの反射光を受光して原稿の画像を読み取るラインイメージセンサ２
００ａとを備える。第２の読取ユニット１２は、主搬送路２０を搬送される原稿に対して
光を照射する光源２０１ｂと、原稿からの反射光を受光して原稿の画像を読み取るライン
イメージセンサ２００ｂとを備える。
【００３１】
　ここで、光源２０１ａ，２０１ｂ及びラインイメージセンサ２００ａ，２００ｂには、
それぞれ光量むらや感度むらがある。このため、読取ユニット１１，１２を色基準部材１
０ａ，１０ｂに対向する位置に移動させてラインイメージセンサ２００ａ，２００ｂで色
基準部材１０ａ，１０ｂを読み取り、シェーディング補正データを生成して記憶しておく
。シェーディング補正データは、たとえば光源２０１ａ，２０１ｂの光量ムラ、ラインイ
メージセンサ２００ａ，２００ｂの感度ムラに起因する読取画像のムラを、読取画像の画
素ごとに補正するシェーディング補正を行うために用いられる。このシェーディング補正
では、光源２０１ａ，２０１ｂの発光量を適正化する光量調整と、ラインイメージセンサ
２００ａ，２００ｂの画像出力信号に対する増幅率を最適化するゲイン調整も行われる。
【００３２】
　そして、原稿の両面の画像を読み取る際には、まず、第１の読取ユニット１１のライン
イメージセンサ２００ａにより色基準部材１０ａが読み取られ、第１の読取ユニット１１
の読み取る画像データに対して画素ごとの補正を行うためのシェーディング補正用データ
が生成されて記憶される。また、第２の読取ユニット１２のラインイメージセンサ２００
ｂにより色基準部材１０ｂが読み取られ、第２の読取ユニット１２の読み取る画像データ
に対して画素ごとの補正を行うためのシェーディング補正用データが生成されて記憶され
る。
【００３３】
　その後、第１の原稿台１５に載置された原稿Ｄ１は、ピックアップローラ２によって給
紙され、給紙された原稿Ｄ１は、給送ローラ３及び分離ローラ４によって１枚ずつに分離
されて主搬送路２０に給送される。原稿Ｄ１は、主搬送路２０をＵターンしつつ搬送ロー
ラ対６によって第１の原稿台１５上では上側を向いていた原稿の面を下向きにして下流側
に搬送される。第１の読取ユニット１１はラインイメージセンサ２００ａで、第１の原稿
台１５上では上側を向いていた面から画像を読み取る。ここで、前述の記憶されている第
１の読取ユニット１１用のシェーディング補正用データを参照して、第１の読取ユニット
１１のラインイメージセンサ２００ａの画像信号から生成した画像データをシェーディン
グ補正する。
【００３４】
　第１の読取ユニット１１により画像が読み取られた原稿Ｄ１は、下流側に搬送される。
第２の読取ユニット１２はラインイメージセンサ２００ｂにより、第１の原稿台１５上で
は下側を向いていた原稿面から画像を読み取る。ここで、前述の記憶されている第２の読
取ユニット１２用のシェーディング補正用データを参照して、第２の読取ユニット１２の
ラインイメージセンサ２００ｂの画像出力信号から生成した画像データをシェーディング
補正する。
【００３５】
　両面の画像が読み取られた原稿Ｄ１は、排紙ローラ対７によってさらに下流側に搬送さ
れて排紙台１７に排紙される。
【００３６】
　第１の読取ユニット１１では、原稿の先端がレジストセンサ８で検知された時点から時
間Ｔ１秒が経過したときにラインイメージセンサ２００ａによる原稿の画像の読み取りを
開始し、時間Ｔ２（＞Ｔ１）秒が経過したときに読み取りを終了する。
【００３７】
　時間Ｔ１は、原稿の先端がレジストセンサ８で検知された時点からラインイメージセン
サ２００ａの読取位置に到達するまでの時間である。時間Ｔ２は、原稿の先端がレジスト
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センサ８で検知された時点から原稿の後端がラインイメージセンサ２００ａの読取位置を
通過し終わるまでの時間である。
【００３８】
　Ｔ１，Ｔ２は、原稿の搬送速度と、レジストセンサ８からラインイメージセンサ２００
ａの読取位置までの距離から求めることができる。同様に、第２の読取ユニット１２にお
ける原稿画像読取の開始および終了タイミングについては、原稿の搬送速度と、レジスト
センサ８からラインイメージセンサ２００ｂの読取位置までの距離から決定する。
【００３９】
　一方、第２の原稿台１６に載置された原稿Ｄ２は、給送ローラ５及び分離ローラ５２に
よって１枚ずつに分離されて合流搬送路２１を経由して主搬送路２０に給送される。主搬
送路２０に給送された原稿Ｄ２は、搬送ローラ対６によって下流側に搬送される。第１の
読取ユニット１１はラインイメージセンサ２００ａで、第２の原稿台１６上では下側を向
いていた原稿面から画像が読み取られる。
【００４０】
　第１の読取ユニット１１により画像が読み取られた原稿Ｄ２は、下流側に搬送される。
第２の読取ユニット１２はラインイメージセンサ２００ｂにより、第２の原稿台１６上で
は上側を向いていた原稿面から画像が読み取られる。両面の画像が読み取られた原稿Ｄ２
は、排紙ローラ対７によってさらに下流側に搬送されて排紙台１７に排紙される。
【００４１】
　次に、図３に示す制御系のブロック図を参照して、画像読取装置１の動作について説明
する。
【００４２】
　図３に示す制御系１００において、第１の読取ユニット１１は、主搬送路２０を搬送さ
れる原稿に光源２０１ａから光を照射して原稿から反射された光をラインイメージセンサ
２００ａでアナログ信号へ光電変換し、不図示のＡ／Ｄ変換部でアナログ信号をデジタル
データに変換して、所定の色深度の画像データを出力する。
【００４３】
　第２の読取ユニット１２は、主搬送路２０を搬送される原稿に光源２０１ｂから光を照
射し、原稿から反射された光をラインイメージセンサ２００ｂでアナログ信号へ光電変換
し、不図示のＡ／Ｄ変換部でアナログ信号をデジタルデータに変換して所定の色深度の画
像データを出力する。
【００４４】
　画像処理部１０２は、読取ユニット１１，１２から出力された画像データに対してたと
えばシェーディング補正処理、原稿端検知処理、画像補正処理を行う。
【００４５】
　制御部１０６は、不図示のＣＰＵ、ＲＯＭ、及びＲＡＭを備え、ＲＯＭには画像読取装
置１を制御する各種の処理プログラム、及び各種の処理プログラムを実行するのに必要な
各種データが格納される。
【００４６】
　出力部１０４は、外部装置たとえばＰＣとの通信を行うための通信Ｉ／Ｆを備える。記
憶部１０５は、半導体メモリやハードディスクで構成され、制御部１０６の制御により画
像データの書き込みおよび読み出しが行われる。
【００４７】
　操作部１０１は、画像読取装置１に対する指示を入力するためのユーザインタフェイス
であり、例えば、原稿の両面の画像を読み取るか、片面の画像を読み取るかの選択につい
てもこの操作部１０１でのユーザ操作により指示される。なお、この選択を出力部１０４
に接続された外部装置たとえばＰＣから指示するようにしてもよい。
【００４８】
　次に、図４を参照して、画像読取装置１による原稿の両面の画像を読み取る処理の一例
について説明する。図４での各処理は、ＲＯＭやハードディスクに記憶された１つ又は複
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数のプログラムがＲＡＭにロードされて、制御部１０６のＣＰＵによって実行されること
により遂行される。
【００４９】
　まず、ステップＳ１１では、ＣＰＵは、読取ユニット１１，１２により主搬送路２０を
搬送される原稿の両面の画像を読み取り、ステップＳ１２に進む。
【００５０】
　ステップＳ１２では、接続された外部装置たとえばＰＣからの原稿台の選択情報、或い
は原稿検知センサ１４ａ，１４ｂの出力する、原稿が原稿台に載置されているか否かを示
す検知情報を基に、ＣＰＵは、主搬送路２０に給紙された原稿が第２の原稿台１６から給
紙された原稿か否かを判断する。そして、ＣＰＵは、第２の原稿台１６から給紙が行われ
たと判断した場合は、ステップＳ１３に進み、そうでない場合は、第１の原稿台１５から
給紙が行われたものと判断してステップＳ１４に進む。
【００５１】
　ステップＳ１３では、第２の原稿台１６から原稿Ｄ２の給紙が行われているため、ＣＰ
Ｕは、第１の読取ユニット１１で読み取った画像データを原稿Ｄ２の裏面の画像データと
して取り扱って記憶部１０５に記憶する。また、ＣＰＵは、第２の読取ユニット１２で読
み取った画像データを原稿Ｄ２の表面の画像データとして取り扱って記憶部１０５に記憶
し、ステップＳ１５に進む。
【００５２】
　ステップＳ１４では、第１の原稿台１５から原稿Ｄ１の給紙が行われているため、ＣＰ
Ｕは、第１の読取ユニット１１で読み取った画像データを原稿Ｄ１の表面の画像データと
して取り扱って記憶部１０５に記憶する。また、ＣＰＵは、第２の読取ユニット１２で読
み取った画像データを原稿Ｄ１の裏面の画像データとして取り扱って記憶部１０５に記憶
し、ステップＳ１５に進む。このようにステップＳ１３とステップＳ１４では読み取った
画像データの扱いが逆になっている。
【００５３】
　ステップＳ１５では、ＣＰＵは、記憶部１０５に記憶された表面の画像データに対して
画像処理部１０２にて所定の画像処理を施し、ステップＳ１６に進む。
【００５４】
　ステップＳ１６では、ＣＰＵは、ステップＳ１５で画像処理を施した表面の画像データ
を出力部１０４を介して外部装置（たとえばＰＣ）に出力し、ステップＳ１７に進む。
【００５５】
　ステップＳ１７では、ＣＰＵは、記憶部１０５に記憶された裏面の画像データに対して
画像処理部１０２にて所定の画像処理を施し、ステップＳ１８に進む。
【００５６】
　ステップＳ１８では、ＣＰＵは、ステップＳ１７で画像処理を施した裏面の画像データ
を出力部１０４を介して外部装置に出力し、処理を終了する。
【００５７】
　次に、図５を参照して、画像読取装置１による原稿の片面の画像読み取る処理の一例に
ついて説明する。図５での各処理は、ＲＯＭやハードディスクに記憶されたプログラムが
ＲＡＭにロードされて、制御部１０６のＣＰＵによって実行されることにより遂行される
。
【００５８】
　ステップＳ２１では、ＣＰＵは、主搬送路２０に給紙された原稿が第２の原稿台１６か
ら給紙された原稿か否かを判断し、第２の原稿台１６から給紙された原稿であれば、ステ
ップＳ２２に進み、そうでなければ、第１の原稿台１５から給紙された原稿と判断して、
ステップＳ２３に進む。
【００５９】
　ステップＳ２２では、原稿Ｄ２は第２の原稿台１６から給紙されたものであるため、Ｃ
ＰＵは、第２の読取ユニット１２を動作させて原稿Ｄ２の画像を読み取り、読み取った画
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像データを記憶部１０５に記憶してステップＳ２４に進む。ここでは、第２の原稿台１６
から給紙された原稿Ｄ２の上向きの面の画像が第２の読取ユニット１２により読み取られ
る。
【００６０】
　ステップＳ２３では、第１の原稿台１５から給紙された原稿Ｄ１であるため、ＣＰＵは
、第１の読取ユニット１１を動作させて原稿Ｄ１の画像を読み取り、読み取った画像デー
タを記憶部１０５に記憶してステップＳ２４に進む。ここでは、第１の原稿台１５から給
紙された原稿Ｄ１の、第１の原稿台１５上で上向きになっていた面の画像が第１の読取ユ
ニット１１により読み取られる。
【００６１】
　ステップＳ２４では、ＣＰＵは、ステップＳ２２又はステップＳ２３で読み取った画像
データに対して画像処理部１０２にて所定の画像処理を施し、ステップＳ２５に進む。
【００６２】
　ステップＳ２５では、ＣＰＵは、ステップＳ２４で画像処理を施した画像データを出力
部１０４を介して外部装置に出力し、処理を終了する。
【００６３】
　以上説明したように、本実施形態では、原稿の両面の画像を読み取る場合に、原稿台１
５，１６に載置された原稿Ｄ１，Ｄ２は、いずれも原稿台に載置したときに上向きであっ
た面が表面の画像データとして処理され、原稿台に載置したときに下向きであった面が裏
面の画像データとして処理される。また、原稿の片面の画像を読み取る場合には、原稿台
１５，１６に載置された原稿Ｄ１，Ｄ２は、いずれも原稿台に載置したときに上向きであ
った面が読み取られる。
【００６４】
　これにより、原稿台１５，１６に載置する原稿Ｄ１，Ｄ２の表裏の向きを同じにするこ
とができる。この結果、原稿台１５，１６ごとに原稿Ｄ１，Ｄ２の表と裏のどちらを上側
にして載置するべきかを確認する必要がなくなる。すなわち、原稿台１５，１６のどちら
にも原稿Ｄ１，Ｄ２を同一の向きで載置することができるので、使い勝手が向上する。
【００６５】
　なお、本発明は、上記実施形態に例示したものに限定されるものではなく、本発明の要
旨を逸脱しない範囲において適宜変更可能である。
【００６６】
　例えば、上記実施形態では、原稿の両面の画像データを読み取る場合に、原稿台１５，
１６に載置されたときの原稿Ｄ１，Ｄ２の上に向けた面の画像データを表面の画像データ
（第１面の画像データ）として読み取り、下に向けた面の画像データを裏面の画像データ
（第２面の画像データ）として読み取っているが、これに限定されない。例えば第１面を
裏面に、第２面を表面にすることも可能である。すなわち、原稿台１５，１６に載置され
たときの原稿Ｄ１，Ｄ２の上に向けた面を裏面（第１面）として読み取り、下に向けた面
を表面（第２面）として読み取ってもよい。
【００６７】
　また、上記実施形態では、原稿の片面の画像を読み取る場合には、原稿Ｄ１，Ｄ２のい
ずれについても、原稿台にて載置されたときに上に向けた面を読み取るようにしているが
、上に向けた面ではなく下に向けた面を読み取るように変更してもよい。
【００６８】
　また、原稿の両面の画像を読み取るときに、同一の読取ユニットにより読み取った画像
データであっても、原稿を給送した原稿台ごとに異なる扱いとする、図４の処理を行わな
い場合も、本発明に含まれる。すなわち、原稿の片面の画像を読み取る場合には図５のよ
うな処理を行い、原稿の両面の画像を読み取る場合には図４のような処理を行わない場合
である。または、両面の画像の読取りへの切換えを可能とせずに、片面の画像の読取りを
行う場合である。このような場合でも本発明を適用して、例えば原稿を給送した原稿台が
原稿台１５，１６のどちらであるかに応じて画像データの読取りに用いる読取ユニットを
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変えるように、図５のステップＳ２１～Ｓ２３のような処理を行うようにしてもよい。な
お、本発明における画像データの処理の一部又は全てを、ハードウエア回路で行わせるよ
うにしてもよい。
【００６９】
　更に、本発明における画像データの処理を画像読取装置に接続された外部装置たとえば
ＰＣで行ってもよい。この場合、画像読取装置と外部装置とを含むシステムが本発明の画
像読取装置に相当する。
【００７０】
　更に、上記実施形態では、画像読取の機能を備える単一機能の画像読取装置に本発明を
適用したが、画像形成装置たとえば複写機やプリンタに搭載された画像読取装置に本発明
を適用してもよい。
【符号の説明】
【００７１】
１　　　　画像読取装置
２　　　　ピックアップローラ
３　　　　給送ローラ
４　　　　分離ローラ
５　　　　給送ローラ
６　　　　搬送ローラ対
７　　　　排紙ローラ対
８　　　　レジストセンサ
９ａ　　　対向部材
９ｂ　　　対向部材
１０ａ　　色基準部材
１０ｂ　　色基準部材
１１　　　第１の読取ユニット
１２　　　第２の読取ユニット
１３ａ　　コンタクトガラス
１３ｂ　　コンタクトガラス
１４ａ　　原稿検知センサ
１４ｂ　　原稿検知センサ
１５　　　第１の原稿台
１６　　　第２の原稿台
１７　　　排紙台
１８　　　上ユニット
１９　　　下ユニット
２０　　　主搬送路
２１　　　合流搬送路
５０　　　ヒンジ
５２　　　分離ローラ
８１　　　上部フレーム
８１ａ　　回転軸
８２　　　下部フレーム
１０１　　操作部
１０２　　画像処理部
１０４　　出力部
１０５　　記憶部
１０６　　制御部
２００ａ　ラインイメージセンサ
２００ｂ　ラインイメージセンサ
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２０１ａ　光源
２０１ｂ　光源
１２００　名刺トレイ
１２１０　ピックアップローラ
１２１１　給送ローラ
１２１４　分離パッド
Ｄ１　　　原稿
Ｄ２　　　原稿
Ｄ３　　　名刺
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